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平成１７年度（2005）第７回出雲市議会（定例会）一般質問通告 
 

質 問 者  ９  新 生 出雲  石 川 寿 樹 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．大社門前町の再生整
備と出雲阿國座の創設
について 

１．門前町の再生整備 
 ① 門前町の往時の賑わいを取り戻すため、どのようなコンセプト
に基づいたまちづくりをすすめていくのか。例えば、「神話」を
生かしたまちづくり、阿國座に代表される江戸中期をイメージし
たまちづくり、神門通りの大正時代の風情を生かしたまちづくり
など、いろいろ考えられるが･･･ 
 ② 検討委員会の報告書(以下、報告書に基づく。)によると、神門
通りを三つのゾーンに分けて段階的に整備をすすめる考えのよ
うだが、歩道の整備や町並みの修景などについては、一体的に整
備をすすめた方が効果的ではないか。 
２．まちづくりの主役 
  まちづくりの主役は、言うまでもなく、そこに住む住民である。
住民が主体となったまちづくりを、今後、どのような形ですすめて
いくのか。 
３．駐車場の整備 
 ① 新たに神門通り西側付近に駐車場を整備するよう提言されて
いるが、必要性の根拠、場所の選定理由、面積や駐車台数などに
ついて伺う。 
 ② 現在、外苑とご縁広場に大規模な駐車場があるが、これらとの
関係はどうなるのか。特に外苑駐車場への乗り入れについて、何
らかの規制でもかけるのか。 
４．温泉源の利活用 
  ご縁広場から湧出している豊富な温泉資源を、今後、どの様に活
用していく考えか。 

市  長  
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５．ご縁広場、吉兆館の充実強化 
 ① 温泉・物産・道の駅の三位一体となった新たな交流拠点の形成
が提案されているが、施設が分散することにより、神門通りの活
性化を阻害するおそれはないか。 
 ② 広域集客型の拠点として整備するため、民間経営による宿泊施
設等の誘致が提案されているが、既存の旅館経営を圧迫するおそ
れはないか。 
６．出雲阿国座の施設整備の基本的な考え方 
  「歌舞伎を中心にすえた全国に発信できる唯一の劇場」「海外か
らの誘客を想定して世界に一つしかない全く新しい劇場空間」とあ
るが、具体的にはどのような内容の施設を考えているのか。 
７．建設予定地および建設年度 
 ① 建設地については、出雲大社球場とご縁広場周辺の２箇所が候
補地にあがり、最終的には出雲大社球場に絞られたようだが、そ
の選定理由を伺う。 
 ② 建設時期については、出雲阿国歌舞伎公園が２０周年の節目と
なる平成２０年の完成が提案されている。一方で、新庁舎の建設
などと重なり、財源確保が懸念されるが、何時頃の完成を考えて
いるのか。 

２．２１世紀出雲農業フ
ロンティア・ファイテ
ィング・ファンド(ＦＦ
Ｆ事業）について 

１．施政方針の「地場産業の振興・発展策」のなかで、従来からの支
援振興策を一層強化し、新たに「２１世紀出雲農業フロンティア・
ファイティング・ファンド」(ＦＦＦ事業)をスタートさせるとある
が、この事業の目的、事業の概要について伺う。 
２．この事業と県の「たち上がる産地育成事業」との関連は。例えば、
２つの事業を組み合わせて活用するようなことは可能か。 
３．施政方針の「人材育成」のなかで、アグリビジネス・スクールを
開設し、経営感覚に優れた農業者を育成するとあるが、この事業の
目的、事業の概要について伺う。 

市  長  

３．食育のまちづくりに
ついて 

１．昨年１２月、全国２例目となる「出雲市食育のまちづくり条例」
が制定されたが、この条例の目的、概要について伺う。 
２．この条例に基づき、平成１８年度、具体的にどのような事業に取

市  長  
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り組むのか。 
３．現在、内閣府に食育推進会議が設置され、３月末をめどに食育推
進基本計画が作成され、相当な予算化が検討されている。こうした
国の計画に呼応して、出雲市でも事業に取り組む考えはないか。 
４．食育推進基本計画案のなかで、学校給食での地場産の利用につい
て全国平均の２１％（０４年度）を１０年度までに３０％以上に引
き上げる案が示されているが、こうした計画を実践する考えはない
か。 
５．また、同計画案のなかで、学校での食育指導については、栄養教
諭を中心とした地域との連携や、同教諭の積極的な配置を推進して
いく案が示されている。そこで、出雲市における現況の栄養教諭の
人数や配置状況と、栄養教諭の増員を含めた今後の食育指導のあり
方について伺う。 

 
 

質 問 者 ３０  大社クラブ  長 廻 利 行 
質 問 事 項 質  問  内  容 

答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．｢出雲阿國座｣の設計
者選定はプロポーザル
方式で 

大社門前町再生の中核施設となる｢出雲阿國座｣は、世界に一つしか
ない芝居小屋を再現するもので、他に類のない唯一の施設であり、設
計者の選定に当たっては、設計者の能力と経験が最重要であると考え
ている。それには設計者の能力を総合的に判断できるプロポーザル方
式が望ましいと考えるがいかがか。 

市  長  

２．日御碕中山地区の水
道設備の整備について 

日御碕中山地区は、近年、各戸でボーリング等により水の確保を行
ってきたが、未だ水不足が解消されていない状況にある。辺地計画に
もある中山地区の水道未普及解消について具体的な計画があれば伺い
たい。 

水道局長  

３．児童クラブの時間延
長について 

勤務等の都合で、母子・父子家庭や共働き家庭では、現在の保育時
間では対応が難しい状況にある。時間延長について、早期に対応がで
きないか。 

市民福祉 
部  長 
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質 問 者  ７  平成クラブ  多々納 剛 人 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．２１世紀神話観光大
国の創造について 

１．観光にとって最大のホスピタリティーとは最大限に来訪者のニー
ズを取り入れ整備計画を立て進めて行く事が必要と考えるが、２１
世紀大社門前町開発調査検討会議の答申などを踏まえ、所見を伺
う。 
２．出雲大社参拝の観光客滞留時間は１時間から２時間といわれてい
るが、現在の拠点整備計画を進める事で大社地域の滞留性、回遊性
や市内観光ルートへの波及効果がどのように向上すると考えられ
るのか伺う。 
３．門前町再生には大きな投資が必要であるが観光を産業と捉えるな
らば、その費用対効果は重要である。効率よく効果を生み出して行
く戦略はあるのか伺う。 
４．現在の大社門前町の再生には同時に旅館の再生など宿泊施設の整
備が特に急がれる課題と考えるが、行政として再生に向けた考えは
あるのか伺う。 
５．大社地域ならではの観光ソフトの充実も急がれると思うが考えを
伺う。 
６．日御碕周辺地域の再生整備をどのように進められるのか伺う。 

市  長  

 
 

質 問 者  ８  平成クラブ  川 上 幸 博 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．出雲弥生博物館（仮
称）整備について 

１．建物の建設予定は、いつ頃になりますか。 
２．延床面積は、いくら位になるのか。また、何階建てになるのか伺
います。（基本設計時における） 

市  長  
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３．基本設計時の諸室の利用エリアは、どのようになっていますか。 
４．利用方法は、科学館のような授業および一般公開用にしていかれ
るのか伺います。 
５．設計業者の選定方法は、どのようにされていますか。 
６．開館後、どのような効果を求められるのか伺う。 

２．児童、生徒の安全、
安心について 

１．防犯灯が市設および半市設等で設置されているが未だ不十分であ
る。また、周辺地域では、家があっても灯りがない所があるので設
置基準の見直しをして設置していただきたい。 
２．見守りボランティアを地域協力でお願いしたい。 
 ① 新興住宅地等の自治会入会率が低下しているのが見守りの低
下につながると思うが考えを伺いたい。 
 ② コミュニケーションのある街づくりを行わなければいけない
と考えるが、いかがか？ 
３．不審者を生み出さない為に｢心の教育｣をする必要があると考える
が、市長の考えはいかがか伺う。 

市  長  

３．地域・学校における
児童、生徒の安全、安
心について 

地域・学校における児童、生徒の安全、安心の確保について教育委
員長の所感を伺う。 

教育委員長  

４．学校における児童、
生徒の安全、安心の確
保としての不審者対策
について 

１．安全マップ作りが市内全校で行われたが、どのような方法で行わ
れたのか。 
 ① １人で１０分以上歩く生徒、児童はいるのか。 
 ② その事について教育委員会での取り組みはいかがか。 
 ③ 地域との連携が言われているが、どのような連携が計られてい
るのか伺う。 
２．夕方７時以降の下校時の見守りが不十分と考えるが対策を伺う。 
３．不審者を生み出さない為に｢心の教育｣をする必要があると考える
が、教育長の立場としての考えはいかがか伺う。 

教 育 長  

５．｢確かな学力｣の向上
について 

１．来年度、市単独の学力調査ではなく、県で行われると聞いたが、
対象学年等、違いはでますか。 
２．少人数ではあると思うが、基礎学力不足の生徒がいると聞くが、
委員会としてどのように受け止めていますか。 

教 育 長  
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３．学力向上対策は各校毎に違うと思うが、学力不足の生徒、児童へ
の指導は、どのように行われていますか。 
４．スーパーイングリッシュ事業等、力を入れて行われていますが、
漢字や九九のかけ算など基礎的な教育を徹底すべきと考えますが、
考えを伺います。 

 
 

質 問 者 ２０  日本共産党  萬 代 弘 美 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．高齢者の生活実態を
無視した介護保険料、
利用料の大幅な値上げ
を見直し、負担軽減な
ど安心して利用できる
介護保険制度に向けた
努力を 

１．４月からの保険料大幅値上げや国の税制改正の影響で高齢者の保
険料や利用料の負担は限界を超える。その後、国に対し、どのよう
に働きかけ、市独自に努力をされてきたのか。保険料値上げを抑え
るために、今こそ、公的負担で保険料の値上げを抑える努力と低所
得者対策に取り組むべきではないか。 
２．昨年１０月からの居住費、食費など利用料の負担増により、「経
済的理由」で施設を退所したり、サービスの利用控えなど見逃せな
い問題が起きている。その後の実態調査も踏まえ、どのような対応
をされてきたのか。重ねて市独自の利用料負担軽減策など、高齢者
の尊厳を守る介護保障を求める。 

市  長  

２．住民に不安をもたら
す郵政民営化後の集配
郵便局の再編問題につ
いて 

日本郵政公社が２００７年の郵政民営化に向け、郵便物の収集・区
分と配達業務の廃止を検討している。その対象としてあがっている市
内の稗原、朝山、神西、大社郵便局では、地域に密着したサービスの
低下が懸念される。住民の不安にこたえて郵政省に撤回を求めるべき
ではないか。 

市  長  
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質 問 者 １１  平成クラブ  福 代 秀 洋 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．市の防災体制につい
て 

１．市の現状について 
  地域防災計画、防災ネットワークなど出雲市の防災体制の現状は
どうか。 
２．市の防災ネットワークの整備について 
 ① 整備の具体的なスケジュール 
 ② 整備の具体的内容、手法（ハード、ソフト） 
３．災害ボランティアについて 
 ① 災害ボランティア体制の確立とは、具体的にどのようなこと
か。 
 ② この確立のため、どのように取り組んでいくのか。 

市  長  

２．堀川治水について １．市の認識と取り組み 
  堀川の水害に対する認識と今までの市の取り組み 
２．対応･対策について 
  今後、市としてどのような対応･対策をしていかれるのか。 

市  長  

３．小中学校のグランド
芝生化について 

１．現在、市内の状況は 
２．今後の支援は 

市  長  

４．出雲科学館について １．科学館の成果について 
  出雲科学館の現状と、現在までの成果･評価は 

市  長  

 
 

質 問 者 １３  平成クラブ  広 戸 恭 一 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．県内における交通死
亡事故の増加率につい
て 

１．県内における交通死亡事故の増加率ワーストナンバーワンの原因
は 
２．出雲市内の交通死亡事故の原因と傾向は 

市  長  
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２．交通安全の取り組み
について 

１．交通行政における交通安全対策協議会の役割及び、その体制と人
員は 
２．交通指導員の設置基準について 
３．交通安全にかかわる主たる各種団体はどのようなものがあり、そ
の活動状況は 

市  長  

３．交通事故撲滅のため
の対策について 

１．１８年度予算において、交通事故撲滅に関する新規政策は、どの
ようなものがあるか。また、継続事業において、効果的な事業は、
どのような対策であったか。 
２．予算において、交通安全に関わる対前年比の金額及び伸び率を伺
う。 
３．交通安全基本条例を制定し、交通安全対策の総合的かつ計画的な
推進を図っては 

市  長  

４．青パトとは １．青パトが結成された背景及び活動状況は 
２．出雲市今市町の青パトと、旧大社町の青パトの違いは 
３．青パトに対する出雲市の支援はどのようになされているか。 

市  長  

５．出雲市駅前交番の開
設はいつ頃になるか 

 平成１５年１２月議会の質問における市長答弁からの進展状況は 市  長  

 
 

質 問 者 ２６  市民クラブ  原   隆 利 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．人口増政策について １．「２１世紀出雲のグランドデザイン」では、２０１５年の目標人
口を２０万人とし特例市を目指すとしている。日本全体でも人口減
少社会に入ったが、この目標に変化はないか。 
２．地方交付税の算定基礎は人口による部分が大きい。人口問題研究
所が想定する１０年後の人口、１４万５千人との差５万４千人は、
現在の財政ベースで試算して交付税にどの程度の影響があるか。 
３．施政方針質問（板倉明弘議員）の中で市長は「自然増は難しい。
社会移動の中での増を見込むしかない」と述べられたが、社会移動

市  長  
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の増は一時的なもので基本対策とはいえない。行政が取り組む人口
増の基本は「住み良い社会の構築」であり、家族増ではないか。 
４．少子化対策に当っては、「出産は社会的事業として地域こぞって
子育てを」といった認識が必要。これには、職場の改革と子育て支
援が大きな柱となる。特に、職場の改革が立ち遅れている。第一子
を生んだ女性労働者の６７％が退職している現状がある。地場産業
の出産･子育て環境をどう認識しているのか。 
５．２００３年７月に成立した「次世代育成支援対策推進法」では、
２００５年３月末までに従業員３００名以上の事業所や地方公共
団体に、行動計画を立てるよう義務付けている。出雲市役所の実施
状況と市内企業の実態を伺う。 
  また、職場における環境整備のために、入札に総合評価をとり入
れてはどうか。 
６．我出雲市においても３月４日には「男女共同参画都市宣言」が行
われる。出産･育児に不安のない都市こそ真に男女共同参画都市と
いえる。改めて市長の決意を表明されたい。 

２．指定管理者制度の問
題点について 

１．「北山温泉」は、平成１１年にオープンして間もなく７年を迎え
る。１５年度までは黒字経営であったが、１６年度から赤字となっ
た。１７年度は約８００万円の赤字が見込まれる。１８年度から指
定管理者制度導入対象施設として指定管理者の公募が行われたが、
管理費用が折り合わず市が直営で行うこととなった。改めて指定管
理者制度導入のねらいを伺う。 
２．「北山温泉」は、旧出雲市北部地区の健康増進施設、県立看護短
大への給湯を目的として、地元住民の強い要望で実現した。それゆ
え地元は運営委員会を組織して協力してきた。しかし、今回の指定
管理者制度導入に伴い、運営委員会に欠損金の自己責任が問われる
こととなった。これは自発的、奉仕的精神で成り立つ自治組織では
運営できないこととなり、善意の地元協力が否定されることとなっ
た。このような事例は、北山温泉施設に限らず発生していると思わ
れるが、これについて市長の見解を伺う。 
３．民間活力の導入によるコストの削減も大切だが、地域住民の自発

市  長  
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的･奉仕的活動による地域振興や活性化は、今後の自治体運営に
益々必要なものと思うが市長の見解と、今後の対応を伺う。 

３．阿国座建設の問題点
について 

１．芝居見物客と観光客とは、まず切り離して考えるべきではないか。
芝居見物客は観光客となり得るが、観光客が芝居見物客とはなり得
ない。 
２．年間２００万人の観光客がいつ訪れても楽しい阿国座、つまり常
設部分の魅力をまず第１に考えるべき。劇場と展示は別物 
３．客席数８００名程度の小屋は、演技者の表情や声、鳴り物などで
の客との一体感にとって理想的といえる。特に人形浄瑠璃。だが採
算の点からは割高なものになる（１人当りの入場料が高くなる）。 
４．「江戸時代の「芝居町」のような空間を再現」とあるが、日光江
戸村や、東京江戸博物館、ＮＨＫでのドラマ「出雲阿国」のセット
の活用、日本伝統芸能伝承の中心的存在の国立劇場との密接な連携
が欠かせない。 
５．まずは沈滞して久しい大社町の住民、特に門前町の皆さんのこの
事業に対する積極的な取り組み姿勢が夢を現実に引き寄せる。自治
体はその応援団 

市  長  

４．自治体破綻法をどう
とらえるか 

１．県内自治体のほとんどが予算規模を縮小させる中で、出雲市は２．
４％増の積極予算を組んだ。経常収支比率も５ポイントもアップし
９３％に近づいた。明らかに財政状況は硬直化している。市長は「合
併による新しい街づくりの資本投資」と述べているが、新出雲市全
体の社会資本整備が平準化するまで財政が耐えうるか。 
２．外部監査制度の導入について否定的な見解を示されたが、「地方
分権２１世紀ビジョン懇談会」が財政難に陥った自治体に対し、民
間企業と同じような破綻法制の適用を検討していることが明らか
になった。それによると、厳しく首長や執行部の経営責任を問い、
執行に同意した議会にも一定の責任を負担させるとしている。バラ
ンスシートの導入や外部監査は自治体財政の透明化には欠かせな
い。現在の地方自治体法では、執行権は首長の専権事項であるが、
このような動きを市長はどう考えるか。 

市  長  
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質 問 者 １７  明政クラブ  長 岡 幸 江 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．出雲市行財政改革大
綱について 

出雲市行財政改革大綱の答申に対し、先ずはじめに行財政改革に対
する基本的な考え方を。続いて各諮問事項についての改革の目標期間
を定めての対応策を伺います。 
１．行政の効率化 
 ① 事務事業の見直しと業務の民間委託の推進 
 ② 時代に即応した組織・機構の見直し 
 ③ 公共施設の管理運営の見直し 
 ④ 外郭団体の見直し 
２．定員管理と給与等の適正化 
 ① 定員管理の適正化 
 ② 職員給与の適正化 
 ③ 人事評価・職員研修の強化 
３．自治自立の財政運営 
 ① 新市建設への財源確保・節減 
 ② 使用料等の負担と補助金等の受益のあり方 
４．電子市役所と行政サービスのあり方 
 ① 情報化施策の推進 
 ② 情報基盤等の整備 

市  長  

２．男女共同参画社会形
成について 

男女共同参画のまちづくり行動計画策定について、下記事項につい
ての基本方針と施策について伺う。 
１．当市の課題と現状について 
 ① 意識調査（現状把握） 
 ② 人権教育（推進の基本） 
２．少子化と男女共同参画に関する社会環境整備について 
３．家庭・地域・職場・教育現場においての取組みについて 
４．昨年１２月、下記内容の「女性の再チャレンジ支援プラン」が閣
議決定されています。これについてのご検討とご見解を伺う。 

市  長  
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 ① 地域におけるネットワークの構築 
 ② 学習・能力開発支援 
 ③ 再就職支援 
 ④ 企業支援 
 ⑤ 国における総合的な情報提供・調査等 

 

質 問 者 ２１  公 明 党  勝 部 順 子 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．子育て支援（安心安
全対策･放課後対策）に
ついて 

１．ＣＡＰプログラムの導入について 
  子どもに対する暴力、いじめ、誘拐、虐待、性暴力など多発して
います。子どもたちが自分の力で、自分自身を守る力を身につける
ように、持っている力を引き出すことの大切さを教える教育プログ
ラム。ＣＡＰプログラム導入について考えを伺います。 
２．スクールバス・路線バスの活用で通学の安全確保 
  ２００５年、広島･栃木両県での下校途中の小学生が殺害される
事件を受け、子どもたちの通学時の安全確保へ、スクールバスの導
入・拡充を求める声が広がっています。政府は、昨年末、地域の路
線バスを登下校時にスクールバスとして活用する方策の検討を始
めました。幼稚園も含めて、登下校（園）時の安全対策は大変に重
要な課題です。スクールバス・路線バスの活用についての考えを伺
います。 
３．放課後対策の充実について 
 ① 市独自で、希望する小学生全学年を児童クラブに受け入れるこ
とについての市長の考えを伺います。 
 ② 北陽わんぱくクラブの現状と支援について伺います。 

市  長  

２．市民が利用しやすい、
窓口対策について 

生活に困っている方や、納税などの相談に市役所にこられた人たち
のプライバシーに配慮した相談窓口を充実する必要性を強く感じて
います。不愉快な思いをした市民からの声も聞いています。対策が急
がれますが、市としてどのようにお考えか伺います。 

市  長  
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質 問 者 １４  政雲クラブ  小 汀 英 久 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．（株）出雲典礼につい
て 

１．シェア下落に対する今後の対策は 
  平成５年１２月に出雲市直営の典礼事業を引き継ぎ出雲市・ＪＡ
いずも・出雲商工会議所で「株式会社出雲典礼」が設立され、「安
価で安心・公共奉仕」のモットー今日迄頑張ってこられました。当
初は、シェア６０％近く有りましたが、最近では他の葬祭会館が２
つも出来、年々シェアは下落し、平成１６年は２２％となっていま
す。安価で公共の奉仕は市民にとって有難いですが、今後のシェア
向上の対策と利用段階（７段階）の比率（１６年度）をお聞かせ下
さい。 
２．出雲典礼出資団体について 
  （株）出雲典礼の資本金は、出雲市６００万円・ＪＡいずも３０
０万円、出雲商工会議所１００万円、計１,０００万円で設立され
ました。しかし、出資団体のＪＡいずもが平成１１年より葬祭事業
に参入され、又平成１４年には葬祭会館を開設され、平成１６年の
シェアは４６％とトップです。出資する団体がシェアをアップする
状態をどうお考えか伺います。 
  この際、出資団体から脱退して頂いたらいかがでしょうか、市長
の見解を伺います。 

市  長  

２．少子化対策について １．少子化対策として出産祝金について 
  少子化が定着し２０５０年には１億人になるとされています。こ
の減少傾向に歯止めを掛ける施策が必要であります。先の会派代表
質問で遠藤議員に対する答弁として、本年１０月より国保加入者に
対する一時金を現行３０万円から３５万円に引き上げると答弁さ
れ心強く思った所です。ですが、旧出雲市では、平成１０年迄はそ
の外に出産祝金が支給されていました。平成１０年から８年経ち、
又昨年３月２２日に２市４町が合併して１５万の新市になりまし

市  長  
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た。新市を記念して出産祝金を創設されたらいかがでしょうか。出
産時には、かなりの出費がかかると聞いています。経済的にも安心
できる環境を作ったらいかがでしょうか伺います。 

３．東横イン不正改造問
題について 

１．東横イン出雲出店の経過について 
  ホテルの出店に関して、市サイドに事前に相談があったのか伺い
ます。又市が目指すバリアフリー・ユニバーサル環境について充分
な説明をされたのか伺います。 
２．ハートビル法（国）と市の条例について 
  ハートビル法では、視覚障害者用誘導ブロックは設置が義務付け
られています。検査後にブロックを撤去した事は明らかに違反して
います。国の法律（ハートビル法）では、罰則規定があるのに警告
書だけだったのかお知らせください。又市条例出雲福祉のまちづく
り条例にも違反しており、検査後に障害者用客室を小会議室に改造
されました。しかし、市の条例には罰則も義務もありません。この
際、条例を改正して罰則、義務規定を設けたらいかがでしょうか、
見解を伺います。 

市  長  

 
 

質 問 者 ２３  平成クラブ  牛 尾 尚 義 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．デジタル写真の信憑
性について 

デジタルカメラ（デジカメ）による写真は、パソコンに取り込んで
加工・修正が可能であるため、公共事業の報告・記録用としては問題
ありと思われるが、 
１．出雲市では、どのように扱っているか。 
２．他の自治体では、デジカメ写真は受け付けていないところもある。
参考にすべきではないか。 

市  長  

２．アスベストの処理方
法について 

アスベストを用いた建築物が発見されているが、これの処理は、ど
のようにされるのか。廃棄する場合、産廃処理施設「クリーンパーク
いずも」は対象になるか。 

市  長  
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３．地域活動の推進と個
人情報保護について 

個人情報保護法によりコミュニティセンターでは、地区における個
別の情報が得られなくなっている。市長の期待する総合的な交流セン
ターとしての機能は発揮できるのか。 

市  長  

４．風力発電用風車につ
いて 

風車建設について心配する意見を尊重し、計画を市民に広く詳しく
丁寧に説明し、疑問点に誠実に応えて頂きたい。 
１．この事業に関する市としての立場は 
２．今までにどのような方法で説明されたか。また、それで充分と思
われるか。 
３．慎重論に対し、今後どう対処されるか。 

市  長  

 
 

質 問 者 １２  市民クラブ  高 野 成 俊 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．森林問題について １．旧出雲市の場合、市行造林は、昭和４６年(１９７１年）から始
められた時期から、あと３年で契約期間を迎えるが、期間満了後の
伐採についてどのようにお考えなのか。また、現状をどのように認
識しておられるのか。 
２．市行造林、公社造林、市有林の現状は、竹やぶで山林が侵食され
たり、松枯れによる追林木もままならず荒れ果てているという現状
を聞く。私有林では市の財産、市行林、公社林では個々の財産が減
収になっていることをふまえ、今後の対応について伺う。 
３．市行造林での長伐期などの考え方を持っているのかどうか伺いま
す。 

市  長  

２．大型公共建築物と合
併特例債について 

１．施政代表質問でも取り上げられていたが、出雲市新庁舎建設問題、
大社の阿國座、出雲弥生博物館（仮称）と、現在建設を前提にした
協議がなされているが、今後の市の財政状況から建設は可能である
のか。 
２．市内の公共建設物（小・中学校、幼稚園、公民館）など老朽化が
著しく、建替え改修など急がれる施設があるが、建設、改修など年

市  長  
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次計画がなされているか伺います。 
３．２００６年当初予算でも、昨年同様、普通建設事業費をはじめ、
各事業費に合併特例債が充てられている合併特例債の使途につい
て、今一度伺う。 

３．バス交通システムに
ついて 

 合併して一年、旧市町の連携一体感を図る上でも公共交通機関のネ
ットワークの充実は、不可欠と考えます。中でもバス交通は交通弱者
にとって必要な交通機関です。まもなく３月末に市内のバス交通シス
テムの検討委員会からの答申もあると聞いていますが、大幅なダイヤ
やルート改正などがあるのでしょうか。また、２種路線、３種路線と
され、市が運行している地域や、定額の循環バスや、福祉バス、地域
によってはスクールバスも運行がされ、新市全体でのバス交通は複雑
化しています。 
これまでの、各バスの運行目的や事業の種別による放射状路線から
今後は複合型循環路線が必要であると思いますが、現在までの検討委
員会の結果をふまえ、市長の所見を伺います。 

市  長  

４．部活動の問題につい
て 

１．全国的な少子化に伴い、市内の小・中学校においても生徒数が減
少する中にあり、部活動クラブの存続が危ぶまれる部が、市内の小
中学校においてあるといわれております。また、先生による指導者
不足の問題から廃部が懸念されたりなどといった問題について、教
育長の所見を伺います。 
２．子供や保護者から新たな部を望まれる場合、学校、教育委員会の
携わり方について伺います。 

教 育 長  

 

質 問 者  ２  明政クラブ  松 村 豪 人 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．ＮＰＯ法人の育成と
支援について 

１．財政状況が厳しさを増すなか、今後はすべてを行政サービスで補
うことが難しい。特に周辺地域においては、福祉など市民生活に関
わるＮＰＯ法人の役割が一層重要となってくる。本市のＮＰＯ法人
に対する育成と支援の考え方を問う。 

市  長  
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２．優良なＮＰＯ法人については、その活動基盤を整えるため、条例
制定により財政的支援を制度化することが必要ではないか。 
３．｢出雲市立総合医療センター改革推進委員会｣報告書によれば、今
後、総合医療センターに｢保健福祉総合センター｣を併設することと
されている。この保健福祉総合センターとＮＰＯ法人の連携はどの
ように考えるか。高齢者や障害者のために機能訓練室等も設置され
る予定のようだが、福祉を担うＮＰＯ法人の拠点とすれば、医療と
ＮＰＯ法人の提供する福祉サービスとの連携が図られると考える
がいかがか。 

２．沿岸部における高齢
者の健康増進と介護予
防について 

１．旧出雲市の乙立里家診療所では、島根大医学部との共同研究事業
が行われている。これは、高齢者を対象とした臨床研修が主な内容
となっている。 
  医師の確保が困難な状況にあるが、特に高齢化の進む沿岸部にお
いて、高齢者の健康増進と診療所の有効活用の観点から、里家診療
所だけでなく他の診療所でも実施の必要があると考えるがどうか。 
２．市立総合医療センターの一層の活用が求められるが、共同研究事
業との連携について、具体的な考えがあれば伺いたい。 
３．介護保険制度については、３年ごとの制度見直しにより、新たに
平成１８年度から｢高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画｣が策定
予定である。介護予防、介護サービスと高齢者の健康増進などの拠
点としての｢高齢者あんしん支援センター｣は、どこに設置されるの
か。また、その利活用について、高齢化率の高い沿岸部への配慮が
なされているか。 

市  長  

３．辺地法に基づく辺地
に係る総合整備計画に
ついて 

１．本市には、沿岸部や山間部など不便な地域が存在する。このたび、
辺地法に基づく｢辺地に係る総合整備計画｣について、４つの辺地の
整備計画がとりまとめられた。他の辺地には、辺地度点数が高い地
域があるが、今後どのように整備を進めていくのか。 
２．辺地の中で、総合整備計画の策定予定が全くない箇所はあるのか。 
３．今後、住民の意向を受け、総合整備計画の策定あるいは変更の必
要が生じた場合、中期財政計画との整合性については、どうなるの
か。 

市  長  
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質 問 者 ２７  政雲クラブ  今 岡 一 朗 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 

記      事 

１．出雲市役所庁舎建設
について 

１．出雲市役所庁舎建設促進に関する決議について 
  平成１７年１２月１６日に決議をした出雲市役所庁舎建設促進
に関する議会決議について、市長の考えを伺う。 
２．現在協議中の庁舎建設についての概要について 
  ２つの案について、取得面積・取得価格・移転補償費など、比較
数値を具体に伺う。 

市  長  

 
 


